
)

※ 入札金額は入札者が見積もった契約希望金額の110分の100に相当する金額である。
※ 予定価格（入札書比較価格）の範囲内の入札金額であり、評価値の最も高い者を落札者とする（なお、その範囲に満たない入札金額の場合は、各点数を表示しない。）。
※ 評価値は、評価点を各回入札の入札金額（億単位換算）で除して算出する（小数点以下第３位まで表示）。
※ 落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の10％に相当する額を加算した金額（１円未満の端数は切り捨て。）をもって落札金額とする。

落 札 金 額 ￥ 49,500,000 -

競争入札経過調書（総合評価落札方式(除算方式)）

件 名 三沢空港道路駐車場灯設置その他工事

開 札 年 月 日

入 札 執 行 官 署 東京航空局

令和4年8月2日 ( 落札決定日 令和4年8月24日

落 札 者

予 定 価 格 ￥ 67,760,000 -

青森電気工業株式会社

61,600,000 -

調 査 基 準 価 格 ￥ 61,358,000 - 調 査 基 準 価 格 の 100/110 ￥ 55,780,000 -

積 算 額 ￥ 67,760,000 - 入札書比較価格（予定価格の100/110） ￥

基 準 評 価 値 162.337

入札参加者
第１回入札

評 価 点

(満点 122点)

摘　要
入札金額 評 価 値

評 価 値 ≧
基準評価値

入札金額 評 価 値
評 価 値 ≧
基準評価値

低入札価格調査実施済　第１回　落札　

第１回　落札

三和電業株式会社 - 辞退 -

青森電気工業株式会社 111.5 45,000,000 247.777 ○

第２回入札

株式会社CNS - 辞退 -



件名： 　

技術提案
企業の

施工能力
配置予定

技術者の能力

賃上げの
実施を表明
した企業等

加算点の
合計

品質確保
の実効性

施工体制確保
の確実性

評価点の
合計

100 － 4.5 5.0 2.0 11.5 － － － 111.5

－ － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － －三和電業(株)

評価点内訳（施工能力評価型Ⅰ型）

三沢空港道路駐車場灯設置その他工事

入札参加者 標準点

加算点 施工体制評価点

技術評価点

青森電気工業(株)

(株)ＣＮＳ



： 三沢空港道路駐車場灯設置その他工事

：

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

低入札価格調査の実施概要

工 事 名

調 査を 実施 した 業者 名・ 住所 青森電気工業株式会社　青森県十和田市大字三本木字稲吉１２１－５３

項 目 内 容

その価格により入札した理由

入札者は、今般の入札にあたり、当現場において現場管理のほか自社直営
の労務で工事を進めていくことが可能で、作業機械も自社のものを使用予
定とし、主要資材である照明器具やポールの機器を長年にわたり取引実績
を有する業者から安価な購入が可能であり、本工事を自社の施工実績とし
たい旨の受注意欲が高く、長期間継続的に取引関係のある会社からも入札
応募の意図を理解し資材費の低減について全面協力されることにより、当
該価格で入札を行ったとのことである。

契約対象工事付近における手持工事
の状況

特になし

契約対象工事に関連する手持工事の
状況

契約工事に関連する手持工事が２件あることを確認したが、いずれも当該
工事と同種又は同類の工事でないこと及び資機材を共通調達しないこと確
認した。

契約対象工事箇所と入札者の事業
所、倉庫等の関連（地理的条件）

照明灯具、照明柱は、工事箇所に直接搬入することとし、工事箇所周辺に
作業員詰所、ケーブル類の保管が可能なプレハブを設置するとのことで
あった。

手持資材の状況 本工事において必要な手持資材は無い。

資材購入先及び購入先と入札者との
関係

各資材は入札者と長期間取引関係にある協力会社から購入することから、
資材費の低減が可能であり、資材の型番等から材料の質、性能等が低下す
る恐れはない。

手持機械数の状況 穴掘建駐車、移動式クレーン、高所作業車を自社保有している。

労務者の具体的供給見通し
配置人員として、労務者の確保、配置計画共に問題がないことを確認し
た。

過去に施工した公共工事名及び発注
者

件　名：（新）志道館電気設備工事
発注者：十和田市

経営内容 過去にも多くの官公庁発注の工事を受注しており問題無い。

１から10までの事情徴収した結果に
ついての調査検討

価格設定にあたって、工事数量は適切に計上されている。主要材料である
ＬＥＤ照明器具等を長期間継続的な取引関係にある協力会社から購入する
ことで、費用の低減を図っているが型番等から材料の質が低下する恐れは
ない。
労務者の確保の面において、工事の大半を占める電気工事士は自社社員で
作業を可能とし、労務者数の軽減を行っている。
共通仮設費、現場管理費、一般管理費等の間接費について当局積算と入札
者の価格に差があるが、調査の結果、公共建築工事共通費積算基準により
算出した額であるとのことであり、おおむね妥当な範囲と考えられる。
よって、当該調査者の入札を有効とし落札者決定とする。

公共工事の成績情報 過去の実績において概ね良好に施工されている。

その他の必要事項 特になし。

経営状況 特に問題なし。

信用状況 特に問題なし。
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